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そして実画像に適用し 2 手法の評価,検討を行う. 
 
3.  SIFT 特徴量 
SIFT 特徴量[4]は画像の全画素において勾配情報を求
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ここで, 
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図 2  SIFT 特徴量算出の流れ 
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4.1  特徴量に関する評価尺度 
SIFT 特徴量は 128 次元の特徴量として算出される.特
徴量間の 128 次元空間ユークリッド距離を特徴量の差 
  とする. 
分割領域と小画像の特徴量をそれぞれ 
                                      (5) 
                                              (6) 
とすると,   は次式により算出する. 
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像間の色の差   とする. 
分割領域と小画像のブロック i における平均画素値
（RGB3 成分）をそれぞれ 
          , 
とすると   は次式により算出する. 
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4.3.1 重みつき和  
特徴量の差と色の差の重み付き和を評価関数 D とする
と, 
                              (9) 
で表される. 
ここでαは重みであり,表現したいブレの効果の程度に応
じてユーザが設定する.α の範囲は 0≦α≦1 である.すなわ




4.3.2  二段階選抜 
 2 段階選抜は,第 1 段階として,分割領域と小画像間の色
の差   ＜閾値 T を満たす小画像を小画像群から取り
出す.そして第 2 段階で,取り出された最適候補の画像から
特徴量の差   が最小,すなわち最もブレ感の近い小画
像を最適小画像として分割領域に当てはめる.閾値 T は任




5.  検討結果 









1200×1200 [pixel]で,30×30 の 900 個に領域分割される. 
小画像群の枚数は 28000 枚であり,各小画像の解像度は
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図 3  評価尺度の算出 
図 4 入力大画像 
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図 5 入力小画像群 
 





 5.2  重みつき和の結果 
重み α=0（色のみを考慮）,α=0.3,α=0.5,α=0.8,α=1.0(特
徴量のみを考慮)とした場合の結果画像を図 6 に示す.  
図(a)(b)(c)では   の影響度が大きいため,入力大画像
の色合いに近いフォトモザイク画像が得られている.図
(a)(b)(c)を比較しても全体の色に関して大きな違いはない.
また,図(d)では   の影響度が小さいため入力大画像と
の色の違いが目立つ.図(f)は   を一切考慮していない
ため,当然 1 枚の画像を表現しているようには見えない.図
6(a)(c)のブレ領域の拡大図を図 7 に示す.拡大箇所は図 1
































































 α=0 0.3 0.5 0.8 1.0 
方向一致枚数 111 175 261 298 311 
割合(％) 25.2 39.8 59.3 67.7 70.7 
 
5.3  二段階選抜の結果 
 閾値 T=150,T=200,T=250,T=300,T=350 と変化させた
場合の結果画像を図 8 に示す. 
T が低い図(a)(b)では,第 1 段階である程度色の近い小画
像に絞り込まれるため,大画像の色に近い最適小画像が選








































表 1 重み付き和評価結果 
図 8  二段階選抜結果 
(a) T=150 (b) T=200 
(c) T=250 (d) T=300 
図 6  重みつき和結果 
(a) α=0(色のみ考慮) (b) α=0.3 
(e) α=1.0 
(c) α=0.5 (d) α=0.8 
(a) α=0(色のみ考慮) 



















 T=150 200 250 300 
方向一致枚数 237 295 311 312 
割合(％) 53.9 67.0 70.7 70.9 
 
5.4  重みつき和と二段階選抜の比較 
色と方向一致度のバランスという点で,重み付き和の最
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表 2   二段階選抜評価結果 
図 9 T=100 ブレ領域拡大図（ブレ方向を矢印で表示） 
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